
第四章：ファンダメンタルズ分析

ファンダメンタルズ分析とは？

ファンダメンタルズ分析は、経済指標やイベント、政治的要因など、市場に影響を与

える基本的な要素を分析する方法です。ここでは、初心者向けにファンダメンタルズ

分析の具体的な手法とその理解に役立つリソースを紹介します。

1. 経済指標の理解:経済指標は経済の健全性や成長を示すデータです。例え
ば、GDP（国内総生産）、失業率、インフレ率、中央銀行の政策金利などがあ
ります。これらの指標が市場にどのような影響を与えるかを理解しましょう。

2. 経済カレンダーの活用:経済カレンダーは、将来発表される経済指標やイベン
トのスケジュールを示すツールです。トレーダーは経済カレンダーを活用して、

重要なイベントや指標の発表日時を把握し、市場への影響を予測することが

重要です。

3. 市場への影響の理解:特定の経済指標やイベントがどのように市場に影響を
与えるかを理解することが重要です。例えば、良好な経済指標が発表される



と、関連する通貨は強くなる傾向があります。逆に、予想外の悪い経済データ

が発表されると、通貨は弱くなる可能性があります。

4. 報道やニュースの追跡:政治的なイベントや世界のニュースも市場に影響を与
えることがあります。トレーダーは、世界のニュースを追跡し、特に自分が取引

する通貨に関連するニュースを注視することが重要です。

5. 専門家の見解の参考にする: ニュースサイトや金融メディアは、経済や市場の
動向についての専門家の見解や分析を提供しています。これらの情報を参考

にすることで、市場の動向やトレードの戦略についての洞察を得ることができ

ます。

ファンダメンタルズ分析は市場全体の動向やトレードの方向性を把握するのに役立ち

ます。初心者がファンダメンタルズ分析をマスターするには、経済指標やイベントの理

解を深め、経済カレンダーやニュースソースを積極的に活用することが重要です。

外貨為替の変動要因

外貨為替の変動要因は多岐にわたりますが、以下にその中でも特に重要な要因をい

くつか挙げてみます。

1. 経済指標と政治情勢:



GDP成長率、失業率、インフレ率などの経済指標が発表されると、市場はそ
の国の経済状況を判断し、通貨の需要や供給に影響を与えます。

政治的な不安定さや地政学的リスクも通貨の価値に影響を及ぼすことがあり

ます。政治的な安定や不安は、通貨市場の動向に大きな影響を与えることが

あります。

2. 金融政策と中央銀行の行動:
中央銀行が金融政策を変更すると、それによって通貨の価値が変動します。

たとえば、利上げは通貨を強化し、利下げは通貨を弱める傾向があります。

また、中央銀行が通貨を売買して市場に介入することもあります。これは市場

の需要や供給に影響を与え、通貨の価値に変動をもたらします。

3. 国際貿易と投資:
輸出入のバランスや国際投資の流れも通貨の需要や供給に影響を与えま

す。たとえば、ある国の輸出が増加すると、その国の通貨に対する需要が高ま

り、価値が上昇する可能性があります。

4. 金価格や原油価格の変動:
金や原油などの商品価格の変動は、通貨市場にも影響を与えます。特に原油

価格の上昇は、石油輸入国の通貨を圧迫し、その影響を受けることがありま

す。

5. 市場心理とテクニカルファクター:
取引参加者の心理や期待、市場のトレンドやテクニカルな要因も通貨価値の

変動に影響を与えます。たとえば、トレンドの転換やサポート・レジスタンスの

ブレイクなどが重要なポイントとなります。

これらの要因は、外国為替市場で通貨の価値がどのように変動するかを理解するた

めの基本的な要素です。初心者が外貨為替の変動要因を理解し、市場の動向を追

跡することで、より効果的な取引を行うことができます。

金利と外貨為替の関係

金利と外貨為替の関係は、非常に重要です。一般的に、金利の上昇は通貨を強化

し、金利の低下は通貨を弱める傾向があります。以下に、金利と外貨為替の関係を

具体的に説明します。

1. 金利の上昇と通貨の強化:



● ある国の金利が上昇すると、その国の通貨に対する投資収益が高まり

ます。高金利通貨への需要が高まるため、その通貨の価値が上昇しま

す。

● 投資家は、高金利通貨を購入して預金し、金利の差額から利益を得よ

うとする傾向があります。そのため、金利が上昇すると、その通貨の需

要が高まります。

2. 金利の低下と通貨の弱化:
● 逆に、ある国の金利が低下すると、その国の通貨に対する投資収益が

減少します。低金利通貨への需要が低下し、その通貨の価値が下落す

る傾向があります。

● 金利の低下は、その国の通貨を保有する利益が減少するため、投資家

が他の高金利通貨に資金を移動させる可能性が高まります。

3. 金利差と通貨ペアの取引:
● 外国為替市場では、通常、2つの国の金利差が重要な役割を果たしま
す。金利差が大きい通貨ペアほど、高金利通貨に対して低金利通貨を

売って持ち高金利通貨を買うことで利益を狙うトレーダーが増える傾向

があります。

● たとえば、米ドルの金利が日本円の金利よりも高い場合、投資家は米ド

ルを買って日本円を売ることで利益を得ようとします。その結果、

USD/JPYの相場が上昇する傾向があります。



以上のように、金利と外貨為替の関係は密接であり、金利の変動は通貨価値に直接

影響を与える重要な要因の一つです。初心者が取引を行う際には、金利の動向を常

に注視し、通貨ペアの取引における金利差を考慮することが重要です。

中央銀行が行う金融政策とは

中央銀行が行う金融政策は、経済の安定や成長を促進するために、通貨供給量や

金利などの金融条件を調整する政策のことです。具体的には、中央銀行は以下の方

法で金融政策を実施します。

1. 金利政策:
中央銀行は、政策金利や市場金利を操作して金融市場の金利水準を調整し

ます。

利上げや利下げなどの金利政策を通じて、経済の景気やインフレ率などの目

標を達成しようとします。

たとえば、景気刺激策として中央銀行が政策金利を引き下げると、個人や企

業が低金利で資金を借りやすくなり、投資や消費が促進される傾向がありま

す。

2. オープンマーケット操作:
中央銀行は、国債や短期証券などの金融資産を売買することによって、市場

に流動性を調整します。



市場から資産を買い入れることで資金供給を増加させ、市場から資産を売却

することで資金供給を減少させることができます。

3. 準備金率の調整:
中央銀行は、商業銀行が預金を保有する必要のある準備金率を調整すること

で、銀行の貸し出し活動や資金供給量を制御します。

準備金率を引き上げると、銀行が預金を中央銀行に預ける割合が増加し、銀

行の貸し出し活動が抑制されます。

4. 通貨介入:
中央銀行は、外国為替市場で自国通貨を買い入れたり売却したりすることに

よって、為替レートの変動を抑制することがあります。

通貨介入は、通常、自国通貨の価値を維持するために行われます。たとえ

ば、自国通貨が過度に上昇して輸出産業に悪影響を与える場合に、中央銀行

は自国通貨を売却して市場に供給を増やし、自国通貨の価値を抑制しようとし

ます。

これらの金融政策の手法を使用して、中央銀行は経済の安定や成長を支援し、イン

フレーションやデフレーションなどの経済上の課題に対処します。初心者が外国為替

市場で取引を行う際には、中央銀行の金融政策の動向を注視することが重要です。

FXで確認するべき経済指標

FX取引を行う際に確認すべき主要な経済指標には、以下のようなものがあります。
これらの指標は通貨ペアの動向に大きな影響を与える可能性があります。

1. GDP（国内総生産）:
GDPは国の経済活動全体の価値を示す指標であり、国の経済成長率を表し
ます。経済が拡大している場合、その通貨の需要が高まる傾向があります。

2. 失業率:
失業率は労働市場の健全性を示す指標であり、失業率が低いほど経済が強

いと見なされます。失業率が低い国の通貨は強くなる可能性があります。

3. インフレ率:
インフレ率は物価上昇率を示し、経済のインフレーション率を反映します。イン

フレ率が高い場合、中央銀行は金利を引き上げる可能性があり、その通貨の

価値が上昇する可能性があります。



4. 中央銀行の政策金利:
中央銀行の政策金利はその国の金利水準を示す重要な指標です。政策金利

の変動は通貨ペアの動向に大きな影響を与えます。

5. 貿易収支:
貿易収支は輸出と輸入の差額を示し、国の国際取引のバランスを表します。

貿易収支がプラスであれば、その国の通貨に対する需要が高まる可能性があ

ります。

6. 雇用統計:
雇用統計は労働市場の状況を示す重要な指標であり、失業率や雇用創出の

情報を提供します。雇用統計の改善は経済の健全性を示し、通貨の価値を支

える要因となります。

これらの経済指標は、外国為替市場での取引において重要な役割を果たします。初

心者が取引を行う際には、これらの指標の発表日程や内容を確認し、市場の動向を

理解することが重要です。


